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freee 会計 (https://accounts.secure.
freee.co.jp/login) にログインします。
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1. 連携初期設定

1

画面右上の『連携アプリを探す』ボタンから
「利用中のアプリ一覧」をクリックします。

2

事業所アカウントを選択します。3



「開発者ページ」タブに移動します。

3

4

「freeeAPI を始める」をクリックします。5

『今すぐアプリを作成』ボタンを
クリックします。

6



新しいアプリの作成の必須項目を
入力します。

4

7

画面右上の『作成』ボタンをクリックします。8

再度、事業所選択の画面が表示
されますので、該当の事業所アカウントを
選択します。
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先ほど作成したアプリの情報が表示されます。
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10

『作成』ボタンをクリックします。11

オセロコネクトとの連携に必要な
情報が表示されます。
※このページは後ほど使用しますので、
開いたままにしてください。
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別タブでオセロコネクトの操作画面に
ログインし、「会計設定」画面を開き、

「会計システム連携設定」タブに移動します。
「連携先システム」は freee を選択します。
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13

「Client ID」「Client Secret」に     で
表示した freee のアプリ詳細に
記載されたコードを貼付けます。

14 12

freee のアプリ詳細ページに移動し、
Client ID をコピーします。

15

オセロコネクトの会計設定画面に戻り、
「Client ID」フォームに先ほどコピーした
テキストを貼付けます。
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7

次に認可コードを取得します。19

freee のアプリ詳細から Web アプリ
認証用 URL をコピーします。

20

先ほどと同様に、freee のアプリ詳細から
Client Secret をコピーします。

17

オセロコネクトの会計設定画面に戻り、
「Client Secret」フォームに先ほどコピーした
テキストを貼付けます。
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8

事業所選択の画面が表示されますので、
該当の事業所アカウントを選択します。

アプリの連携開始のページが表示されます
ので、内容を確認し『許可する』ボタンを
クリックします。

別タブで chrome ブラウザを開き、先ほど
コピーした URL を貼付け、【Enter】キーで
検索します。
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22
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オセロコネクトの「会計設定」画面の
「認可コード」フォームに先ほどコピー
したコードを貼付け『認証する』
ボタンをクリックします。

連携に成功すると、情報取得ボタンと
データの表が表示されます。
以上で連携初期設定は完了です。

9

認可コードが表示されますので、
『コピー』ボタンでコピーします。

24

25

事業所選択のプルダウンが表示されるので、
対象の事業所を選択し『事業所選択』ボタンを
クリックします。 

26
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2. マスター設定

得意先・仕入先・科目に freee から取得した
ID を紐付けするために、それぞれのデータを
取得し『保存』ボタンで情報を保存します。
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1

得意先の取引先 ID をコピーします。2

得意先マスターメンテナンス画面に移動し、
取引先 ID を紐付けするデータを表示します。

3

得意先に freee から取得した取引先 ID を紐付ける



編集モードにし「自社コード」に先ほど
コピーした ID を貼付けます。
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4

『更新』ボタンで紐付けが完了します。5

仕入先の取引先 ID をコピーします。6

仕入先に freee から取得した取引先 ID を紐付ける



12

仕入先マスターメンテナンス画面に移動し、
取引先 IDを紐付けするデータを表示します。

7

編集モードにし「自社コード」に
先ほどコピーした ID を貼付けます。

8

更新ボタンで紐付けが完了します。9



【売上設定】
会計連携設定画面の売上設定タブに移動し、
freee と連携させたい科目コードを入力します。

13

会計システム連携設定タブに移動し
勘定科目 ID をコピーします。

売上設定タブに移動し、先ほどコピーした
勘定科目 IDを借方コードに貼付けます。

オセロコネクトの科目コードと freee の勘定科目コードを紐付ける
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14

会計システム連携設定タブに移動し、
税区分コードをコピーします。

13

売上設定タブに移動し、課税区分に先ほど
コピーした税区分コードを貼付けます。

14

会計システム連携設定タブに移動し、
部門 ID をコピーします。

15

売上設定タブに移動し、部門コードに先ほど
コピーした部門 ID を貼付けます。

16



『保存』ボタンで売上設定の科目 IDの
紐付けが完了します。

17

【支払設定】
支払設定タブに移動し、freee と連携させたい
科目コードを入力します。

18

会計連携システム設定タブに移動し、
勘定科目 ID をコピーします。
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15



支払設定タブに移動し、先ほどコピーした
勘定科目 ID を貸方コードに貼付けます。
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22

会計システム連携設定タブに移動し、
税区分コードをコピーします。

16

支払い設定タブに戻り、課税区分に
先ほどコピーした税区分コードを貼付けます。



3. データ連携

画面がクリアされれば、データ連携は
完了します。

メニューの外部連携から
会計データシステム連携を開きます。
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1

「伝票日付」と「対象 1」を選択し
『表示』ボタンをクリックします。

2

連携するデータが表示されるのでチェック
を付け、担当者を入力し『データを出力する』
ボタンをクリックします。

3

4

freee とデータを連携する


